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§資料編１ 火災延焼シミュレーション結果 

 

（１）火災延焼シミュレーションの概要  

高知県は、時間経過による延焼の拡大状況及び避難場所周辺の延焼状況を把握することを目的に、

各重点推進地区に対して延焼シミュレーションを実施している。このシミュレーションでは、出火

点は 1 点とし、風向風速等の設定については、過去の気象情報を基に、夏・冬の最大ケース及び最

頻度ケースの計４ケースでシミュレーションが実施されている。  

 

（２）シミュレーションの位置づけ  

 高知県が実施したシミュレーションでは、その位置付けが以下のように示されている。  

 

■地震火災の特徴： 

○地震火災は、同時多発的に発生し、消防の消火能力をはるかに超えた火災が大規模な延焼被

害をもたらす。  

○地震時は、地震に伴う揺れや液状化、津波などによって広域的な範囲で被害が 生じる。そ

のため平常時と比べると以下のような過酷な状況となることが想定される。  

    ・家屋倒壊、液状化、斜面崩壊等による道路寸断  

    ・ライフラインの支障(断水、停電、通信等) 

    ・防災(消防)関係機関の被災、職員不足、資機材不足等による公的機関防災力の  

     低下  

 

■地震火災への備え： 

地震は、いつ、どこで発生するか分からない。同時多発的な火災による延焼被害を防ぐには、

火災を出さないことが第一。しかし、火災が発生した場合はどのように街が燃え広がるのか、

どのように避難場所へ避難すればよいのかなど、あらかじめ把握しておくことが重要である。 

               

【火災シミュレーションの位置付け】 

 

もし、火災が発生した場合、街がどのように燃え広がる様子や状況を事前に把握し、住民の方々

の避難行動を促すツール、住民同士の避難のあり方を考えるコミュニケーションツールとして、

実際の街並みをもとにした火災延焼シミュレーションを実施  

 

 

図 火災延焼シミュレーションの位置付け 
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（３）シミュレーション手法  

火災延焼シミュレーションは、防災まちづくり支援システムに搭載される延焼（簡易型）シミュ

レーション機能を用いてシミュレーションが実施されている。以下に、延焼（簡易型）シミュレー

ション機能の概要を以下に示す。  

 

参考 延焼(簡易型)シミュレーション 

 

東京大学小出研究室で開発された延焼モデルを利用しており、建物の平面形状・階数・構造と

出火点・風向・風速で市街地での延焼をシミュレートとするもの。計算速度が比較的早く、複数

の町丁目にまたがる範囲の延焼シミュレーションに適している。  

 

（４）シミュレーションの全体フロー  

火災延焼シミュレーション及びアクティビティ・シミュレーションの全体フローは、以下の通り

である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 シミュレーションの全体フロー  

 

  【シミュレーションの主なインプット条件】 

 

①  気象条件：風速、風向き  

②  出火条件：出火点数、出火位置 (家屋) 

③  建物：平面形状、構造(耐火造・準耐火造・防火造(防災性能の高いもの)・防火造・木造)、

地上階数  

気象条件の設定 

出火条件の設定 

建物データの設定 

シミュレーションの実施 

シミュレーション結果図の作成 

⇒延焼の拡がりの様相を把握 

延焼シミュレーション 



資料編 3 

 

（５）気象条件の設定 

延焼シミュレーションにおける気象条件の設定手法について以下に示す。 

 

1)条件設定の考え方 

気象条件については、対象地域の気象特性を考慮して以下のシナリオを想定し、条件を設定する。 

①ケースⅠ：最大シナリオ 

対象地域において、被害が大きくなると想定されるケース 

②ケースⅡ：最頻度シナリオ 

対象地域において、最も起こり得る状況と想定されるケース 

 

2)対象地域の気象特性の把握 

対象地域における気象特性は、近隣の気象観測所のデータを適用する。伊野地区においては高知気象観測所が

最寄りの気象観測所となり、当気象観測所の統計資料（1985～2014 年）から、気象条件の設定が行われている。

なお、風速については、最頻度風速は統計年間の平均値（μ）、最大風速は平均値（μ）＋２σを用いて設定を行

っている。 

 

表 伊野地区延焼シミュレーションにおける気象条件 

観測所名 
最多風向 

最大風速 

（μ）＋２σ 

最頻度風速 

（μ） 

夏 冬 夏 冬 夏 冬 

高知気象観測所 南東 西 6m/s 7m/s 1.8m/s 1.9m/s 

 

 

図 高知県内気象観測所(気象台 HP) 
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※参考 平均値と標準偏差について 

ある集団についてのデータがどのように分布しているかを表すものとして、その集団の代表値(中心の値）を示す

平均値及びそのばらつき具合を示す散布度がある。平均には算術平均が、散布度には標準偏差がよく用いられている。 

 

○平均値について 

 一般に平均値には、単純平均が用いられる。 

 

    平均値(μ)＝ 

    （X i ( ｉ＝１,２,３…ｎ) ：各データ、ｎ：データ数) 

   

○標準偏差について 

 標準偏差は、データの分布の広がり幅 (ばらつき) をみる一つの尺度である。平均値と標準偏差の値が分かれば、

データがどの範囲にどのような割合で散らばっているか (分布) がある程度明らかになる。 

平均値μを中心に左右対称の釣り鐘型の分布 (正規分布) では、平均値 (μ) と標準偏差 (σ) 及び度数の間に次

の関係が成り立っている。 

 

 

 

  

以上を踏まえれば、平均値(μ)+2σの風速は、これまでの 30年間（1985年～2014年）に観測された各季節の日最

大風速において、上位 2.5%を除いた強風とも言えるとともに、上位 2.5%程度を異常気象と捉えれば、「異常気象を除

いた場合の強風」とも言える。 

表 高知気象観測所の統計（1985年～2014年）データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

範囲
範囲内の

データの割合

μ ±σ 68.30%

μ ±2σ 95.40%

μ ±3σ 99.70%

統計期間

高知
5m/s
未満

5～
10m/s

10～
15m/s

15m/s
以上

風向 出現率

1月 1.84 626 304 0 0 4.34 1.47 5.82 7.29 西 32%
2月 1.91 580 266 1 0 4.48 1.56 6.04 7.60 西 27%
3月 1.93 628 302 0 0 4.49 1.44 5.93 7.36 西 22%
4月 1.92 686 213 1 0 4.34 1.32 5.66 6.99 南東 26%
5月 1.83 780 149 1 0 4.10 1.07 5.16 6.23 南東 30%
6月 1.67 829 70 1 0 3.74 1.00 4.74 5.74 南東 32%
7月 1.77 835 91 4 0 3.94 1.09 5.04 6.13 南東 41%
8月 1.88 810 110 9 1 4.16 1.29 5.45 6.74 南東 37%
9月 1.79 767 124 8 1 4.01 1.36 5.37 6.73 南東 25%
10月 1.74 783 142 5 0 3.84 1.29 5.13 6.43 西 21%
11月 1.75 725 173 2 0 3.86 1.31 5.17 6.48 西 31%
12月 1.82 670 260 0 0 4.10 1.42 5.52 6.94 西 39%

夏 1.77 2474 271 14 1 3.95 1.13 5.07 6.20 南東 36%
冬 1.85 1876 830 1 0 4.31 1.48 5.79 7.28 西 33%

1985年～2014年（N=30年×12か月)

日平均
風速
m/s

日最大風速
日最大風
速平均値

m/s

標準偏差
σ

平均値
＋σ

平均値
＋2σ

日最大風速
最多風向各階級の出現回数
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※参考 風速のイメージ（ビューフォート風力階級表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）出火点の設定 

延焼シミュレーションの出火点数は、対象地域の規模（建物数）や、高知県地震被害想定結果、過去の震災時にお

ける同時出火件数等から、同時に発生し得る同時出火件数については 1件として設定している。 

 

※参考 過去の大規模地震における出火状況 

  過去の大規模地震時における 1万世帯当たりの出火率は、以下のような状況となっている。 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

1995年兵庫県南部地震 2004年新潟県中越地震、2011年東北太平洋沖地震 

図  出典：東北地方太平洋沖地震 

関連技術レポート(清水建設) 

 

図  出典：火災による建築物の被害 

(国土技術政策総合研究所) 
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（７）火災延焼シミュレーション結果 

 前頁の条件に従い、実施した火災延焼シミュレーション結果を次頁以降に示す。 

 

表 火災延焼シミュレーション結果一覧 

NO 設定ケース 出火点位置 記載頁 

1 季節：夏  気象：最大 谷 付近 資料編 7 

2 季節：冬  気象：最大 谷 付近 資料編 8 

3 季節：夏  気象：最大 新町 付近 資料編 9 

4 季節：冬  気象：最大 大国町 付近 資料編 10 

5 季節：夏  気象：最大 駅東町 付近 資料編 11 

6 季節：冬  気象：最大 駅前町 付近 資料編 12 
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§資料編２ ワークショップ資料 

（１）ワークショップ資料の概要 

ワークショップは、計画策定のための個人・地域・行政が行う地震火災に対する課題や要望の聴取の目的の他に、

ワークショップを通じて、参加者に地震火災の啓発を行うことも一つの目的として実施している。そのため、地震火

災に対する基礎的な知識や、地震火災への備えの考え方などを示す資料をワークショップで用いている。「§資料編

２ ワークショップ資料」では、震火災の啓発を行うことを目的とした資料について紹介する。 

 

（２）第１回ワークショップ資料 

 第１回ワークショップ資料を次頁以降に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1回ワークショップの状況 
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（３）第２回ワークショップ資料 

 第２回ワークショップ資料を次頁以降に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2回ワークショップの状況 
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